
従業員との関わり

●最近は一日中スマホを触っていたから、これを聞いて今日から
少しずつスマホを触る時間を減らそうと思った。（小学生）
●普段イヤイヤな算数を楽しそうにしていてびっくりでした。興味
深く聞いているのもよくわかりました。（小学校教師）
●普段の授業が社会に出ても必要であるということを話してもらえ
て良かったです。話し合いなどさせてあげると、より様々な意見
が出たかもしれません。（中学校教師）

出前授業の感想紹介（当期の一部を抜粋）

149

5.6

24

女性管理職数・女性社員比率（単体）
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外国人従業員数・比率（単体）
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　ゲームは比較的新しい文化であり学術的研究の歴史も浅いた
め、一般社会では教育的側面よりも悪影響論が根強く喧伝されて
います。また、近年ではWHOによる疾病認定や、「香川県ネット・
ゲーム依存症対策条例」の制定が議論を呼んでいます。しかし
ながら、ゲームクリエイターという職種は「将来なりたい職業」と
して子供達に高い人気を誇っていることや、2020年より小学校で
プログラミング教育が必修化され、子供向けのプログラミング
教室など様々な取り組みが実施されつつある昨今、ゲームクリエ
イターを志す子供は今後益々増加すると考えられます。また、
小学生で49.8%、中学生では75.2%と、スマートフォン利用率が
年々増加する中、スマートフォン向けのゲームアプリも人気を博し
ており、ゲームと子供達との距離はより近づいています。
　このような状況下、当社は持続可能な経済成長および社会形成
の一助となるべく、ゲームに対する社会的理解を促したいとの
考えから、小中学生を中心に企業訪問の受け入れや出前授業を
積極的に実施しています。そこでは、ゲームソフト会社の仕事内
容とそのやりがいや難しさを紹介する「キャリア教育支援」、自分
の判断でゲームと上手に付き合えるようになるための「ゲームリテ
ラシー教育支援」を行うプログラムを展開し、教育現場から一定の
評価を獲得しています。また、教育現場からの要望に応え2011年
度からは、授業テーマを「キャリア教育支援」に絞ったプログラム、
2013年度からは子供の数学離れを防ぐ一助となるべく、小中学
生を対象とした「カプコンお仕事×算数・数学授業」のプログラム
を新たに開始するなど、改善にも取り組んでいます。
　これらの結果、これまでに企業訪問として402件、3,337名（2020
年3月末現在）を受け入れるとともに、出前授業として2019年7月
に実施した新潟大学教育学部附属新潟小学校をはじめ、累計161
件、14,927名（2020年3月末現在）を対象に開催しました。

子供達を対象にした「出前授業」を
10年以上に渡って実施

健全なゲーム文化の普及

　当社では現在、女性の活躍する環境整備の推進、外国人の積極
採用に取り組んでいます。
　女性の活躍する環境については、産前産後休暇・育児休暇や
時短勤務制度を導入するだけでなく、その取得促進に取り組んで
います。2019年度の育児休暇取得者は23名、うち男性が10名、
女性の取得率は100％です（2018年度は33名。うち男性は12
名、女性取得率100％）。また育児休暇後の女性の復帰率も高く、
2019年度は27名が復帰し、継続中を除けば100％と前期で上昇
しています（2018年度は32名復帰。復帰率96.0％）。これらの
結果、一般的に「男性社会」と言われる日本のゲーム業界において、
当社は社員の22％を女性が占め、女性の管理職は24名（当社
管理職に占める割合は9.3％）となっています。なお、2019年には
「次世代育成支援対策推進法」および「女性活躍推進法」に基づき、
2024年度末までに①働き方の多様性に資する人事制度の構築、
②女性の管理職率15%以上を目指す「一般事業主行動計画」を策定
しています。女性の就業環境改善へのこうした取り組みが評価され、
カプコンでは、2014年以来、厚生労働省から「子育てサポート企業」

女性の活躍する環境整備の推進、
外国人の積極採用などの取り組み

ダイバーシティの推進
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であることを示す「くるみん」マークの使用を認められています。
　外国人の積極採用については、英語版の採用ホームページを
作るなど、海外展開力の強化に向け注力しており、現在、外国人従業
員は162名（当社従業員に占める割合5.8％）となっています。今後
も、キャリアアップ支援や管理職への登用など、モチベーションを
向上させる体制整備を推進し、外国人比率の向上を図ります。
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社会とカプコン

　「遊文化」をクリエイトするには、クリエイター自らが遊びに触れる
時間を確保しなければなりません。
　カプコンでは有給取得推進日を設定し、年末年始や5月の大型
連休時にはリフレッシュやインプットのための長期休暇の取得を
推奨しています。また、通勤時間の短縮を目指し、開発拠点の
隣接地に4階建ての駐輪場を設置、従業員には周囲5キロメートル
圏内への居住を推奨しています。これにより時間や生活のコスト
を節約し、クリエイティブな仕事に欠かせない発想力や想像力を
養う時間を確保を図っています。加えて、クリエイターの安定した
就業環境を整えるため、2017年4月に自社保育施設の「カプコン
塾」を開設しました。勤務地から近いこともあり、結婚・出産後も
安心して勤務できると利用者から好評を博しています。
➡詳細は右記または統合報告書2018・P54参照

ワークライフバランスの推進

　2015年の新開発拠点の竣工に合わせ社員食堂を一新。朝昼
晩と健康的な食事を提供しています。また、国家資格を取得した
マッサージ師が常駐するマッサージ室を東阪それぞれの拠点に
設置し、従業員の健康管理を支援しています。

従業員の健康管理を支援

　クリエイティブなゲーム開発において、開発者のモチベーション
を決める最大のポイントは、自分の作りたいものが作れる環境が
整備されているかどうかです。カプコンでは3Dスキャンやモー
ションキャプチャースタジオ、ダイナミックミキシングステージ、
フォーリーステージのように、常に最先端の開発環境を整備し、
クリエイターのビジョンの実現をサポートしています。

自己実現を可能にする最先端の設備

働きやすい職場づくり

　保育所の不足に伴う待機児童問題の早期改善が望まれる中、
当社は将来を見据えて、社員が安心して子育てをしながら長く
働くことができる環境を提供したいという経営トップの考えのもと、
通常の保育に加え、自ら学び自ら成長できる子供の育成を目的と
した、「カプコン塾」を運営しています。
　「カプコン塾」では、乳児や幼児の保育だけでなく、幼稚園児・
小学生のアフタースクールまで幅広く受け入れることで、社員が
子供の預け先に困ることのないよう支援しています。加えて、教育
サポートとして、英語・リトミック・算数・科学などの「学びの場」を
提供することで、働く社員と一体となって子供の成長を育んで
います。現在月極で25人の子供（2020年3月末時点）を預かって
おり、ひと月当たりのべ25人ほどの一時利用も引き受けています。
　今後も当社は、「カプコン塾」にて、子供の好奇心を刺激し興味
を広げていく学習環境を構築するほか、社員と家族が充実した
日々を送れるよう、安心して働き続けられる環境づくりに努めて
いきます。

「保育」と「教育」を兼ね備えた、充実した子育て環境を提供
カプコン塾

　商標著作権室では、グローバルでの円滑な商品展開をサポート
するべく、各国や地域での商標出願をはじめとした、知財管理
業務を行っています。
　日々重要性を増す、グローバルでの戦略的な商標出願に加え、
商品のネーミングやゲーム内の知財チェックなど、ゲーム開発を
側面から支援する業務も多く、やりがいを感じます。
　また管理職としては、知財管理業務の重要性や必要性を全社へ
浸透させながら、部門スタッフが働きやすい環境の構築にも腐心
しています。
　家庭では2児の母ですが、産休・育休や事業所内保育所「カプ
コン塾」などの社内制度を活用しつつ、育児と業務の両立を図って
います。

知的財産部 商標著作権室 室長

保田 祐子
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　外国人の積極採用については、英語版の採用ホームページを
作るなど、海外展開力の強化に向け注力しており、現在、外国人従業
員は162名（当社従業員に占める割合5.8％）となっています。今後
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英語教室の様子

女性社員の声
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バーチャル株主総会の導入

感染拡大リスクの低減

在宅時間での楽しみを提供

コロナ禍での就業体制

新型コロナウイルス感染症対策

従業員のために

　2020年6月に実施した第41期定時株主総会は、株主の
皆様の安全と健康を考慮し来場自粛をお願いした一方、イン
ターネットを用いて遠隔地などから株主総会への参加が
可能な「ハイブリッド参加型バーチャル株主総会」を導入
しました。この結果、オンラインを含めた参加者の合計は
前年並みでしたが、実地への来場者は53名（昨年139名）
と、密を回避しています。

　当社は「ストリートファイター」の年間ツアー大会である
「CAPCOM Pro Tour」を2014年より毎年実施していま
したが、2020年は新型コロナウイルスの感染拡大抑止の
ため、選手や実況者ともに自宅から参加する完全オンラ
イン大会として実施します。また、大会の様子は専用チャン
ネルを介してオンライン配信することで、どこでも誰でも
観戦が可能となります。
　また、当社アミューズメント施設では、新型コロナウイ
ルスの感染拡大を受け、2020年3月より段階的に時短
営業や臨時休業を行いました。5月の緊急事態宣言解除
を受け、順次営業を再開していますが、店舗では従業員の
体調管理の徹底、ソーシャルディスタンスの確保等、感染
拡大防止に努めています。

　2020年5月、在宅時間での楽しみを提供するべく、当社
人気キャラクターの塗り絵やオンライン会議用バーチャル
背景の配布、ゲームに登場する食事を模したレシピ動画の
公開など、「おうちで過ごそうキャンペーン」を実施しました。

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、当社では2020
年1月末より、予防措置として下記の対策を行っています。

　2020年5月末時点では、緊急事態宣言が解除された
地域においては、通常稼働に向け当該対応を緩和し、時差
勤務およびオフィス内のソーシャルディスタンスを確保し
つつ業務を再開していますが、シフト制や在宅勤務の併用
により、引き続き感染拡大の抑止に努めています。

アミューズメント施設での
既出ポスター

（2020年6月中旬時点）

施策

1日1枚のマスクを配布、着用の徹底

「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置 

全従業員へ原則として在宅勤務および自宅待機を通達

入館時、検温器による検温およびマスクの着用確認を開始

施策開始日

2020/1/30

2020/1/31

オンラインでのeスポーツ大会
プレイヤー、実況者は自宅から参加

当社人気キャラクターの
塗り絵

お客様のために

2020/3/2

2020/4/13

2020/7/13

•原則として国内・海外の出張を禁止（やむを得ない
事情で渡航した場合、帰国後14日の自宅待機）

　※ 中国への出張の原則禁止は1月27日より施行
•混雑を避けるため時差出勤の実施
•外部取引先との会食、社内懇親会、歓送迎会等の
自粛
•手洗い、うがい、手指消毒の励行
　※ 消毒液は感染拡大以前より、恒常的にフロアに設置 
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